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項目 データ[単位] 年・年度 出典 一口メモ データソース

生物多様性･森林

土地利用1 国土面積 3,779万ha 2003年度 国土交通省「平成17年版土地白書」
2-1.土地利用の動向　より

http://www.mlit.go.jp
/hakusyo/tochi/h17/
h17tochi html

生物多様性1 森林・草原・農耕地等何らかの緑で
覆われた割合

全国土の92.5% 1994〜1998年度(第5
回調査）

環境省「2003年度版 環境白書」
2-6-1.自然環境の現状　より

http://www.env.go.jp
/policy/hakusyo/h16/
html/kankyo0206.ht
ml#2 6 1 1

土地利用2 森林面積 全国土の66.4% 2003年度 国土交通省「平成17年版土地白書」
2-1.土地利用の動向　より

2,510万haです。 http://www.mlit.go.jp
/hakusyo/tochi/h17/
h17tochi html

生物多様性2 自然植生の割合 全国土の19.0% 1994〜1998年度(第5
回調査）

環境省「2003年度版 環境白書」
2-6-1.自然環境の現状　より

自然草原1.1%と自然林17.9%を加えたと自然植生は国土の2割を切っており、その半分以上が北海道にあ
ります。

http://www.env.go.jp
/policy/hakusyo/h16/
html/2 6 1 1

土地利用4 自然公園面積 全国土の14.2% 2002年度 環境省「自然保護各種データ一覧」
自然公園について　自然公園面積の推移総括　より

536万7,142haです。自然公園面積は国立公園、国定公園、都道府県立自然公園を合計した値です。 http://www.sizenken.
biodic.go.jp/park/info
/datalist/index.html

土地利用5 自然環境保全地域等面積 全国土の2.7% 2003年度 環境省「自然保護各種データ一覧」
自然環境保全地域について　自然環境保全地域等面
積の推移　より

10万3,557haです。自然環境保全地域等面積は、原生自然環境保全地域、自然環境保全地域、都道府県自
然環境保全地域の面積を合計した値です。

http://www.sizenken.
biodic.go.jp/park/info
/datalist/index.html

生物多様性3 自然湖岸率(自然地が保全されてい
る湖岸）

56.6% 1991年度(第4回調査) 環境省「自然環境保全基礎調査　第4回」
湖沼調査　　湖沼改変状況調査　より

全国の天然湖沼のうち、１ha以上の480湖沼を対象にした調査の結果です。 http://www.biodic.go.
jp/kiso/22/22_kosho.
html

生物多様性4 一級河川水際線の人工化率 30.7% 1998年度 環境省「自然環境保全基礎調査 第5回」
河川調査　河川の改変状況　より

http://www.biodic.go.
jp/kiso/23/23_kasen.
html

土地利用6 ラムサール湿地の登録数 13 2004年7月1日現在 Ï 環境省「自然保護各種データ一覧」
野生生物保護について　我が国のラムサール条約登
録湿地　より

面積の合計は84,089haです。 http://www.sizenken.
biodic.go.jp/park/info
/datalist/index.html

土地利用7 世界遺産（自然）の登録数 2 2004年8月現在 環境省「生物多様性情報システム」
日本の自然保護地域　世界自然遺産　より

 1993年12月11日、「白神山地」及び「屋久島」が世界遺産に登録されました。日本で登録されている
世界遺産は文化遺産10件、自然遺産が2件です。

http://www.biodic.go.
jp/jpark/jpark.html

生物多様性5 絶滅のおそれのある野生動植物種数 計2,663種（動物669
種、植物1,994種）

2004年7月現在 環境省「自然保護各種データ一覧」
野生生物保護について　我が国における絶滅のおそ
れのある野生生物の種数　より

日本で絶滅のおそれのある野生生物の種数は、種哺乳類、両生類、汽水・淡水魚類、維管束植物の２割
強、爬虫類の２割弱、鳥類の１割強を占めています。

http://www.sizenken.
biodic.go.jp/park/info
/datalist/index.html

N8 渡り鳥の渡来数 41種（ハクチョウ 類 3
種・ガン類 8 種・カモ
類 30 種）
1,802,197 羽（ハク
チョウ類 50,375 羽・
ガン類 47,840 羽・カ
モ類 1 703 930羽）

2001年1月 ガンカモ科鳥類の生息調査
平成13年1月の調査

全国8,850地点で調査 http://www.biodic.go.
jp/gankamo/gankamo
.html

N1 エコロジカルフットプリント(ha) 4.77[ha/人] 2002年 国土交通省　国土のモニタリング研究会 世界のエコロジカルフットプリントは1970年代にすでに環境容量を上回っており、現在約30%の超過状
態にある。日本の値4.77haは世界合計(2.85ha/人)と比較すると2.28ha/人多い。諸外国と比較して大き
く、国外資源に大きく依存していることを示している。

http://www.mlit.go.jp
/kokudokeikaku/monit
oring/report/jissi6.pdf

温暖化

大気1 温室効果ガス排出量 13億3,900万トン
（対1990年比8.3%増
加）

2003年度 環境省「2003年度(平成15年度)の温室効果ガス排
出量について(概要)」より

1990年（京都議定書の基準年)からのデータがあります。 http://www.env.go.jp
/earth/ondanka/ghg/
2003gaiyo html

大気2 二酸化炭素排出量と内訳 12億5900万トン 2003年度 地球温暖化対策推進本部「日本の二酸化炭素部門別
排出量(2003)」より

各部門ごとの内訳も掲載されています。 http://www.jccca.org
/education/datasheet
/03/data0304_2003.
html

大気8 年平均気温の平年からの偏差  +0.99℃
（1898年以降2番目に
高い値）

2004年  気象庁「日本の年平均地上気温の平年差の経年変化
(1898〜2004年)」より

長期的には100年あたり1.0℃の割合で上昇しており、特に1990年代はじめ以降、高温となる年が頻出し
ています。

http://www.data.kish
ou.go.jp/climate/cpdi
nfo/temp/an_jpn.html

水10 日本近海の海面水温 解析図 2004年 気象庁「気候変動監視レポート2004」
2.5　2004年の北西太平洋の海面水温  より

下記サイトでは、日単位、月単位の海面水温、深さ100mの水温、深さ200mの水温、深さ400mの水
温、海流についての解析図を提供。http://www.data.kishou.go.jp/marine/ocean/index.html

http://www.data.kish
ou.go.jp/climate/cpdi
nfo/monitor/2004/2
_5.html

大気11 台風の発生数 29 2004年 気象庁「台風の統計資料 台風の発生数」より 1951年からの月別、年別のデータあり。その他、接近数、上陸数のデータもあります。 http://www.data.kish
ou.go.jp/yohou/typho
on/statistics/index.ht
ml

大気12 富士山初冠雪日（甲府） 10月21日 2004年 富士山NET「富士山の初雪は夏に降る」より 富士山の初冠雪の観測は、甲府地方気象台が行っています。 http://www.fujisan-
net.jp/data/article/10
86.html

大気13 自然災害による死者・行方不明者数 90人 2001年 消防庁「災害関係データ 国内関係情報」
自然災害による死者・行方不明者 より

http://www.bousai.go
jp/data/data html

資源循環

廃棄物1 産業廃棄物　総排出量 約3億9,300万トン 2002年度 環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等(平成14
年度実績）について」より

業種別排出量、種類別排出量もあります。 http://www.env.go.jp
/press/press.php3?se
rial=5650

廃棄物2 産業廃棄物  再生利用量 約1億8,200万トン
（46.3％）

2002年度 環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等(平成14
年度実績）について」より

http://www.env.go.jp
/press/press.php3?se
rial=5650

廃棄物3 産業廃棄物  減量化量 約1億7,200万トン
（43.7％）

2002年度 環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等(平成14
年度実績）について」より

http://www.env.go.jp
/press/press.php3?se
rial=5650

廃棄物4 産業廃棄物  最終処分量 約4,000万ト
（10.1％）

2002年度 環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等(平成14
年度実績）について」より

日本経団連報告書「産業廃棄物最終処分量削減目標の達成状況について(2003-03-05)」
http://www.keidanren.or.jp/japanese/policy/2003/017.htmlでは、産業界全体（32業種）からの産
業廃棄物最終処分量2001年度実績は1920万トン。

http://www.env.go.jp
/press/press.php3?se
rial=5650

廃棄物5 産業廃棄物  最終処分場残余年数 4.5年分 2002年度 環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等(平成14
年度実績）について」より

http://www.env.go.jp
/press/press.php3?se
rial=5650

廃棄物6 産業廃棄物  不法投棄量 74.5万トン 2003年度 環境省「産業廃棄物の不法投棄の状況(平成15年
度）について」より

http://www.env.go.jp
/press/press.php3?se
rial=5598

廃棄物7 一般廃棄物　総排出量 5,161 万トン 2002年度 環境省「一般廃棄物の排出及び処理状況等（平成14
年度実績）について」より

http://www.env.go.jp
/press/press.php3?se
rial=5649

廃棄物8 一般廃棄物 1人1日あたりのゴミ排
出量

1,111  グラム 2002年度 環境省「一般廃棄物の排出及び処理状況等（平成14
年度実績）について」より

http://www.env.go.jp
/press/press.php3?se
rial=5649

廃棄物9 一般廃棄物　再生利用量 864万トン 2002年度 環境省「一般廃棄物の排出及び処理状況等（平成14
年度実績）について」より

http://www.env.go.jp
/press/press.php3?se
rial=5649

廃棄物10 一般廃棄物　減量化量 3,658 万トン 2002年度 環境省「一般廃棄物の排出及び処理状況等（平成14
年度実績）について」より

http://www.env.go.jp
/press/press.php3?se
rial=5649

廃棄物11 一般廃棄物  最終処分量 903 万トン 2002年度 環境省「一般廃棄物の排出及び処理状況等（平成14
年度実績）について」より

http://www.env.go.jp
/press/press.php3?se
rial=5649

廃棄物12 一般廃棄物  最終処分場残余年数 13.1年 2002年度 環境省「一般廃棄物の排出及び処理状況等（平成14
年度実績）について」より

http://www.env.go.jp
/press/press.php3?se
rial=5649

N15 食品廃棄物量 2189万トン 2001年度 環境省　平成16年版循環白書　第1部第1章第1節3.
循環的な利用の現状(7)食品廃棄物1-1-2表より

一般廃棄物1778万トン、産業廃棄物411万トン、合計2189万トン。 http://www.env.go.jp
/policy/hakusyo/

N12 生ごみの堆肥化割合 5.70% 2001年度 環境省　平成16年版循環白書　第1部第1章第1節3.
循環的な利用の現状(7)食品廃棄物1-1-2表より

堆肥化は、一般廃棄物1778万トンのうち35万トン（2.0%）、産業廃棄物411万トンのうち89万トン
（21.6%）、合計2189万トンのうち124万トン（5.7%)。

http://www.env.go.jp
/policy/hakusyo/

N11 瓶のリユース割合 56.80% 2002年度 ガラスびんリサイクル促進協議会、ガラスびんのフ
ローチャートより

ワンウェイびん166万トン、リターナブルびん使用量218万トンから算出。[218/(166+218)]=56.8% http://www.glass-
recycle-
as.gr.jp/data/index.ht
ml

資源20 PETボトル回収率 53.4%（市町村回収率
は45.6%）

2002年度 ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会「ＰＥＴボトル
リサイクル年次報告」より

市町村回収率は市町村による分別収集量÷PETボトル用樹脂生産量。事業系回収量とは、市町村の分別収
集以外に、事業者が自主的に回


